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(57)【要約】

【課題】フローフォーミングを用いた簡易な手法により

ワークの円盤部の内周部に背高のボス部を成形する。

【解決手段】環状の円盤部を有するワークをマンドレル

に固定し、円盤部をその中心を通る回転軸周りにマンド

レルと共に回転させると共にローラを回転させ、ローラ

の角部を円盤部の表面の外周側に押し当てて外周側から

内周側に向かってしごき加工することにより円盤部の内

周部を回転軸の軸方向に向かって隆起させる。ローラは

、角部が円盤部の元の厚み以上の曲率半径をもつ円弧状

に形成されると共に、角部に連なる２つの面のなす角度

が９０°未満となるように形成される。そして、しごき

加工に際しては、ローラの角部は、２つの面のうち円盤

部の表面側の一方の面の円盤部の表面に対してなす角度

が０°よりも大きく且つ２つの面のうち他方の面の回転

軸に対して一方の面側になす角度が０°以上となるよう

に円盤部の表面の外周側に押し当てられる。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ロ ー ラ を 用 い た フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ に よ り 環 状 の 円 盤 部 を 有 す る ワ ー ク に 当 該 円 盤 部 の

内 周 部 か ら 円 筒 状 に 延 在 す る ボ ス 部 を 成 形 す る ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 ロ ー ラ は 、 角 部 が 前 記 円 盤 部 の 元 の 厚 み 以 上 の 曲 率 半 径 を も つ 円 弧 状 に 形 成 さ れ る

と 共 に 、 前 記 角 部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ワ ー ク を マ ン ド レ ル に 固 定 し 、 前 記 円 盤 部 を 当 該 円 盤 部 の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周 り に

前 記 マ ン ド レ ル と 共 に 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 ロ ー ラ を 回 転 さ せ 、 前 記 ロ ー ラ の 前 記 ２ つ

の 面 の う ち 前 記 円 盤 部 の 表 面 側 の 一 方 の 面 の 前 記 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ

り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 の う ち 他 方 の 面 の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一 方 の 面 側 に な す

角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に 前 記 ロ ー ラ の 前 記 角 部 を 前 記 円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当

て て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し ご き 加 工 す る こ と に よ り 該 円 盤 部 の 内 周 部 を 前 記 回 転

軸 の 軸 方 向 に 向 か っ て 隆 起 さ せ る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 円 盤 部 の 内 周 部 を 前 記 軸 方 向 に 隆 起 さ せ た 後 、 前 記 ロ ー ラ と 同 一 の ロ ー ラ ま た は 角

部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が 当 該 同 一 の ロ ー ラ よ り も 大 き い ロ ー ラ を 用 い て 、 前 記 ロ

ー ラ の 前 記 ２ つ の 面 の う ち 前 記 円 盤 部 の 表 面 側 の 一 方 の 面 の 前 記 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な

す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 の う ち 他 方 の 面 の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一

方 の 面 側 に な す 角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に 前 記 ロ ー ラ の 前 記 角 部 を 前 記 円 盤 部 の 内 周 部

に 押 し 当 て て 前 記 マ ン ド レ ル の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て 加 工 す る こ と に よ り 前 記 ボ ス 部 を 成 形

す る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 マ ン ド レ ル は 、 前 記 円 盤 部 の 中 心 位 置 に 形 成 さ れ た 円 形 の 中 心 孔 に 挿 通 さ れ る 円 柱

部 を 有 し 、

　 前 記 円 盤 部 の 内 周 部 を 前 記 軸 方 向 に 隆 起 さ せ た 後 、 前 記 ロ ー ラ と 同 一 の ロ ー ラ ま た は 角

部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が 当 該 同 一 の ロ ー ラ よ り も 小 さ い ロ ー ラ を 用 い て 、 前 記 ロ

ー ラ の 前 記 ２ つ の 面 の う ち 前 記 円 盤 部 の 表 面 側 の 一 方 の 面 の 前 記 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な

す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 の う ち 他 方 の 面 の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一

方 の 面 側 に な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く な る よ う に 前 記 ロ ー ラ の 前 記 角 部 を 前 記 円 盤 部 の

内 周 部 に 押 し 当 て て 前 記 マ ン ド レ ル の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て し ご き 加 工 す る こ と に よ り 前 記

ボ ス 部 を 成 形 す る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ な い し ３ い ず れ か １ 項 に 記 載 の ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 ワ ー ク は 、 円 筒 部 と 、 該 円 筒 部 の 一 端 側 か ら 径 方 向 内 側 に 延 在 す る 前 記 円 盤 部 と 、

を 含 み 、

　 前 記 円 筒 部 の 外 周 面 を ク ラ ン プ し た 状 態 で 加 工 を 行 な う こ と で 前 記 円 盤 部 の 内 周 部 に 前

記 円 筒 部 と は 反 対 側 に 円 筒 状 に 延 在 す る よ う に 前 記 ボ ス 部 を 成 形 す る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 円 筒 部 は 、 外 周 面 に 歯 形 を 有 す る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 マ ン ド レ ル は 、 前 記 隆 起 さ れ ら れ た 部 位 ま た は 前 記 ボ ス 部 に 挿 通 さ れ る 円 柱 部 を 有
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し 、

　 前 記 円 柱 部 は 、 外 周 面 に 歯 形 形 成 部 を 有 し 、

　 前 記 隆 起 さ せ ら れ た 部 位 ま た は 前 記 ボ ス 部 を 前 記 歯 形 形 成 部 に 外 周 面 か ら ロ ー ラ に て 押

し 付 け る こ と に よ り 前 記 ボ ス 部 の 内 周 面 に 歯 形 を 形 成 す る 、

　 ボ ス 部 成 形 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 明 細 書 は 、 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ に よ り 円 盤 部 を 有 す る ワ ー ク の 円 盤 部 の 内 周 部 に ボ ス

部 を 成 形 す る ボ ス 部 成 形 方 法 に つ い て 開 示 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 ツ ー ル （ マ ン ド レ ル ） に 置 か れ た デ ィ ス ク 形 状 の ワ ー ク を ツ ー ル と 共 に 回 転

さ せ 、 ロ ー ラ の 角 部 を デ ィ ス ク 表 面 に 押 し 当 て 、 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し ご き 加 工

す る こ と に よ り ワ ー ク の 内 周 部 を 成 形 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参

照 ） 。 こ の 方 法 で は 、 ロ ー ラ の 前 進 フ ラ ン ク と デ ィ ス ク 表 面 と の な す 角 度 が ９ ０ ° よ り も

大 き く な る よ う （ １ １ ０ ° ～ １ ７ ０ ° の 間 に な る よ う ） に ロ ー ラ の 角 部 を デ ィ ス ク 表 面 に

押 し 当 て 、 ワ ー ク の 外 周 側 の 材 料 を 内 周 側 に 寄 せ る こ と で 、 内 周 部 を 厚 肉 に 成 形 し て い る

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 ロ ー ラ の 角 部 を 尖 ら せ 、 ロ ー ラ の 角 部 に よ り ワ ー ク 表 面 の 外 周 側 の 材 料 を 裂 開 さ

せ て 内 周 側 に 寄 せ る こ と で 、 ワ ー ク の 内 周 部 に 円 筒 状 の ボ ス 部 を 成 形 す る も の も 提 案 さ れ

て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ７ － ５ １ １ ３ ７ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ０ ３ ３ ０ ８ ９ Ａ １

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 技 術 で は 、 ロ ー ラ 側 面 と デ ィ ス ク 表 面 と の な す 角 度 が

９ ０ ° よ り も 大 き く （ １ １ ０ ° ～ １ ７ ０ ° の 間 ） 、 ワ ー ク の 内 周 部 を 増 肉 さ せ て お り 、 上

記 ロ ー ラ で は 、 背 高 の ボ ス 部 を 形 成 す る こ と は で き な い 。 一 方 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の 技 術 で

は 、 尖 ら せ た 角 部 に よ り ワ ー ク 表 面 の 材 料 を 裂 開 さ せ て 内 周 側 に 寄 せ る た め 、 内 周 部 ぎ り

ぎ り ま で 材 料 を 裂 開 さ せ る こ と が 困 難 で あ り 、 ボ ス 部 の 仕 上 げ に 多 く の 後 工 程 を 必 要 と す

る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 は 、 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ を 用 い た 簡 易 な 手 法 に よ り ワ ー ク の 円

盤 部 の 内 周 部 に 背 高 の ボ ス 部 を 成 形 可 能 な 方 法 を 提 供 す る こ と を 主 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 は 、 上 述 の 主 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 手 段 を 採 っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 は 、 ロ ー ラ を 用 い た フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ に よ り 環 状 の 円 盤 部 を

有 す る ワ ー ク に 当 該 円 盤 部 の 内 周 部 か ら 円 筒 状 に 延 在 す る ボ ス 部 を 成 形 す る ボ ス 部 成 形 方

法 で あ っ て 、 前 記 ロ ー ラ は 、 角 部 が 前 記 円 盤 部 の 元 の 厚 み 以 上 の 曲 率 半 径 を も つ 円 弧 状 に

形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 角 部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に 形 成

さ れ 、 前 記 ワ ー ク を マ ン ド レ ル に 固 定 し 、 前 記 円 盤 部 を 当 該 円 盤 部 の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周

り に 前 記 マ ン ド レ ル と 共 に 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 ロ ー ラ を 回 転 さ せ 、 前 記 ロ ー ラ の 前 記
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２ つ の 面 の う ち 前 記 円 盤 部 の 表 面 側 の 一 方 の 面 の 当 該 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０

° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 の う ち 他 方 の 面 の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一 方 の 面 側 に

な す 角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に 前 記 ロ ー ラ の 前 記 角 部 を 前 記 円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押

し 当 て て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し ご き 加 工 す る こ と に よ り 該 円 盤 部 の 内 周 部 を 前 記

回 転 軸 の 軸 方 向 に 向 か っ て 隆 起 さ せ る こ と を 要 旨 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 で は 、 環 状 の 円 盤 部 を 有 す る ワ ー ク を マ ン ド レ ル に 固 定 し

、 円 盤 部 を そ の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周 り に マ ン ド レ ル と 共 に 回 転 さ せ る と 共 に ロ ー ラ を 回 転

さ せ 、 ロ ー ラ の 角 部 を 円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し

ご き 加 工 す る こ と に よ り 円 盤 部 の 内 周 部 を 回 転 軸 の 軸 方 向 に 隆 起 さ せ て ボ ス 部 を 成 形 す る

。 こ の ボ ス 部 成 形 方 法 に 用 い る ロ ー ラ は 、 角 部 が 円 盤 部 の 元 の 厚 み 以 上 の 曲 率 半 径 を も つ

円 弧 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 角 部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に

形 成 さ れ る 。 そ し て 、 し ご き 加 工 に 際 し て は 、 ロ ー ラ の 角 部 は 、 ２ つ の 面 の う ち 円 盤 部 の

表 面 側 の 一 方 の 面 の 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ ２ つ の 面 の う

ち 他 方 の 面 の マ ン ド レ ル の 回 転 軸 に 対 し て 一 方 の 面 側 に な す 角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に

円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て ら れ る 。 こ れ に よ り 、 円 盤 部 の ロ ー ラ 接 触 部 分 に は 高 い

圧 縮 応 力 を 作 用 し 、 ロ ー ラ の 進 行 方 向 （ 円 盤 部 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ 向 か う 方 向 ） に お け

る ロ ー ラ 接 触 部 分 の 裏 側 に は 引 張 応 力 が 作 用 す る 。 し た が っ て 、 ロ ー ラ の 角 部 に よ り 円 盤

部 の 表 面 の 材 料 を 裂 開 さ せ る こ と な く 、 円 盤 部 の 内 周 部 を 元 の 厚 み を ほ ぼ 維 持 さ せ た ま ま

円 筒 状 に 隆 起 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ を 用 い た 簡 易 な 手 法 に

よ り ワ ー ク の 円 盤 部 の 内 周 部 に 背 高 の ボ ス 部 を 成 形 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 ワ ー ク １ ０ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 ボ ス 部 成 形 後 の ワ ー ク １ １ ０ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ワ ー ク １ ０ の 径 方 向 断 面 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 ワ ー ク １ ０ を 含 む フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 ボ ス 部 成 形 工 程 の 一 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 ワ ー ク １ ０ を 含 む フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 ボ ス 部 寄 せ 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 ボ ス 部 寄 せ 加 工 に よ り 円 盤 部 １ ２ の 内 周 部 が 隆 起 す る 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 ボ ス 部 成 形 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 円 柱 部 ２ ４ Ｂ に 歯 形 形 成 部 ２ ５ Ｂ を 有 す る マ ン ド レ ル ２ ０ Ｂ の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 仕 上 げ ・ 歯 形 成 形 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 変 形 例 の ボ ス 部 成 形 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 変 形 例 の ボ ス 部 成 形 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 変 形 例 の ボ ス 部 成 形 後 の ワ ー ク １ １ ０ Ｂ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 次 に 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 開 示 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ は 、 ワ ー ク １ ０ の 外 観 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 ワ ー ク １ ０ の 径 方 向 断 面 を 示 す 部 分

断 面 図 で あ り 、 図 ３ は ボ ス 部 成 形 後 の ワ ー ク １ １ ０ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。 ワ ー ク １ ０ は 、

図 １ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 に 延 び る 円 筒 部 １ ２ と 、 円 筒 部 １ ２ の 一 端 か ら 傾 斜 部 １ ４ を 介

し て 径 方 向 内 側 に 延 在 さ れ る と 共 に 中 心 位 置 に 円 形 の 中 心 孔 １ ７ を 有 す る 円 盤 形 状 の 円 盤

部 １ ６ と 、 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の ワ ー ク １ ０ は 、 例 え ば ２ つ の 回 転 部 材 の 接 続 と 両 者 の 接 続 の 解 除 と を 行 な う ク ラ ッ

チ の バ ブ 部 材 の 製 造 に 用 い ら れ る 。 な お 、 ク ラ ッ チ と し て は 、 一 方 の 回 転 部 材 に 固 定 さ れ

た ク ラ ッ チ ド ラ ム と 、 他 方 の 回 転 部 材 に 固 定 さ れ た ク ラ ッ チ ハ ブ と 、 ク ラ ッ チ ド ラ ム の 内
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周 面 に ス プ ラ イ ン を 介 し て 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 複 数 の 環 状 の ク ラ ッ チ プ レ ー ト

（ 相 手 板 ） と 、 ク ラ ッ チ ハ ブ の 外 周 面 に ス プ ラ イ ン を 介 し て 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ

た 複 数 の 環 状 の ク ラ ッ チ プ レ ー ト （ 摩 擦 板 ） と 、 ク ラ ッ チ ド ラ ム の 内 周 面 に ス プ ラ イ ン を

介 し て 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ て 両 ク ラ ッ チ プ レ ー ト に 向 け て 移 動 可 能 で あ る と 共 に

ク ラ ッ チ ド ラ ム と 共 に 係 合 側 油 室 を 画 成 す る ク ラ ッ チ ピ ス ト ン と 、 係 合 側 油 室 内 で 発 生 す

る 遠 心 油 圧 を キ ャ ン セ ル す る た め の キ ャ ン セ ル 油 室 を ク ラ ッ チ ピ ス ト ン と 共 に 画 成 す る キ

ャ ン セ ル プ レ ー ト と 、 ク ラ ッ チ ピ ス ト ン と キ ャ ン セ ル プ レ ー ト と の 間 に 配 置 さ れ る リ タ ー

ン ス プ リ ン グ と を 有 す る 多 板 摩 擦 式 油 圧 ク ラ ッ チ で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ク ラ ッ チ バ ブ は 、 外 周 面 に ス プ ラ イ ン （ 歯 形 ） を 有 し て ク ラ ッ チ プ レ ー ト を 支 持 す る 円

筒 部 と 、 円 筒 部 の 一 端 か ら 傾 斜 部 を 介 し て 径 方 向 内 側 に 延 出 さ れ る 円 盤 部 と 、 円 盤 部 の 内

周 部 か ら 軸 方 向 に お け る 円 筒 部 と は 反 対 側 に 延 出 さ れ る ボ ス 部 と か ら 構 成 さ れ る 。 ク ラ ッ

チ ハ ブ の 製 造 は 、 中 心 位 置 に 円 形 の 中 心 孔 を 有 す る と 共 に 板 厚 が 数 ｍ ｍ 程 度 の 円 形 薄 板 の

粗 材 に 対 し て 曲 げ 加 工 お よ び プ レ ス 加 工 す る こ と に よ り 円 筒 部 １ ２ と 傾 斜 部 １ ４ と 円 盤 部

１ ６ と を 有 す る ワ ー ク １ ０ を 成 形 し 、 後 述 す る フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 （ し ご き 加 工 ） を

用 い て ワ ー ク １ ０ の 円 盤 部 １ ６ の 内 周 部 か ら 軸 方 向 に お け る 円 筒 部 １ ２ と は 反 対 側 に 延 在

す る よ う に 円 筒 状 の ボ ス 部 １ ８ （ 図 ２ 参 照 ） を 成 形 し 、 そ の 後 、 必 要 な 箇 所 に 穴 開 け 加 工

や 旋 削 加 工 を 行 な う と 共 に 熱 処 理 を 施 す こ と に よ り 行 な わ れ る 。 円 盤 部 １ ６ お よ び 傾 斜 部

１ ４ は 、 図 ３ の 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 ク ラ ッ チ プ レ ー ト を 支 持 す る た め 外 周 面 に ス プ ラ

イ ン が 設 け ら れ る 円 筒 部 １ ２ に 比 し て 必 要 な 厚 み が 薄 い 。 こ の た め 、 ボ ス 部 を 別 の 製 造 設

備 で 製 造 し て ワ ー ク １ ０ の 円 盤 部 １ ６ の 内 周 部 に 溶 接 す る 場 合 、 旋 削 加 工 に よ り 円 盤 部 １

６ お よ び 傾 斜 部 １ ４ の 厚 み を 必 要 な 厚 み に 調 整 す る 必 要 が あ っ た 。 し か し 、 本 実 施 形 態 で

は 、 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 に よ り 円 盤 部 １ ６ の 材 料 の 一 部 を 用 い て ボ ス 部 １ ８ を 成 形 す

る た め 、 従 来 、 旋 削 加 工 に よ っ て 除 去 し て い た 材 料 を 利 用 し て ボ ス 部 １ ８ を 成 形 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 は 、 図 ４ に 例 示 す る フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 を 用 い て 行 な

わ れ る 。 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 は 、 図 示 す る よ う に 、 中 心 軸 周 り に 回 転 可 能 に 支 持

さ れ る と 共 に 円 盤 部 １ ６ の 中 心 が 当 該 中 心 軸 を 通 る よ う に ワ ー ク １ ０ の 内 面 を 支 持 す る マ

ン ド レ ル ２ ０ と 、 マ ン ド レ ル ２ ０ に 支 持 さ れ た ワ ー ク １ ０ の 円 筒 部 １ ２ の 外 周 面 を ク ラ ン

プ す る ク ラ ン パ ２ ８ と 、 角 部 ３ ２ を ワ ー ク １ ０ の 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 押 し 当 て て 回 転 し な

が ら 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し ご き 加 工 す る ロ ー ラ ３ ０ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 次 に 、 上 述 し た フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 を 用 い て ワ ー ク １ ０ に ボ ス 部 １ ８ を 成 形 す

る ボ ス 部 成 形 工 程 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 ボ ス 部 成 形 工 程 の 一 例 を 示 す 説 明 図

で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ボ ス 部 成 形 工 程 で は 、 ま ず 、 ワ ー ク １ ０ の 内 面 が マ ン ド レ ル ２ ０ に 支 持 さ れ る よ う ワ ー

ク １ ０ を 設 置 し （ Ｓ １ ０ ０ ） 、 マ ン ド レ ル ２ ０ と ロ ー ラ ３ ０ と を 回 転 さ せ る （ Ｓ １ １ ０ ）

。 こ れ に よ り 、 ワ ー ク １ ０ は 、 円 盤 部 １ ６ の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周 り に マ ン ド レ ル ２ ０ と 共

に 回 転 す る 。 続 い て 、 ロ ー ラ ３ ０ の 角 部 ３ ２ を 円 盤 部 １ ６ の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て る （

Ｓ １ ２ ０ ） 。 図 ６ は 、 ワ ー ク １ ０ を 含 む フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ 加 工 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 図

示 す る よ う に 、 マ ン ド レ ル ２ ０ は 、 ワ ー ク １ ０ の 内 面 を 支 持 す る ワ ー ク 支 持 部 ２ ２ と 、 ワ

ー ク 支 持 部 ２ ２ と 同 軸 に 連 結 さ れ ワ ー ク １ ０ の 円 盤 部 １ ６ の 中 心 孔 １ ７ に 挿 通 さ れ る 円 柱

部 ２ ４ と 、 有 す る 。 ロ ー ラ ３ ０ は 、 角 部 ３ ２ が ワ ー ク １ ０ の 円 盤 部 １ ６ の 元 （ ボ ス 部 寄 せ

加 工 前 ） の 厚 み ｄ よ り も 大 き い 曲 率 半 径 Ｒ を 有 し て お り 、 角 部 ３ ２ に 連 な る 端 面 ３ ４ と 側

面 ３ ６ と の 間 を な す 角 度 θ が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 ロ ー ラ ３ ０ の

角 部 ３ ２ は 、 端 面 ３ ４ が 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 対 し て な す 角 度 α が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 側

面 ３ ６ が マ ン ド レ ル ２ ０ の 回 転 軸 に 対 し て 円 盤 部 １ ６ の 表 面 側 に な す 角 度 β が ０ ° 以 上 と

な る よ う に 、 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 対 し て 押 し 当 て ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 そ し て 、 ロ ー ラ ３ ０ を 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 沿 っ て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て 移 動 さ せ

る し ご き 加 工 に よ り 円 盤 部 １ ６ の 表 面 の 材 料 を 内 周 部 に 寄 せ る ボ ス 部 寄 せ 加 工 を 行 な う （

Ｓ １ ３ ０ ） 。 図 ７ は 、 ボ ス 部 寄 せ 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ８ は 、 ボ ス 部 寄 せ 加

工 に よ り 円 盤 部 １ ２ の 内 周 部 が 隆 起 す る 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 角 部 ３ ２ が 比 較 的 大 き

な 曲 率 半 径 Ｒ に 設 定 さ れ た ロ ー ラ ３ ０ （ 角 部 ３ ２ ） を 円 盤 部 １ ６ の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当

て 外 周 側 か ら 内 周 側 へ 移 動 さ せ る と 、 円 盤 部 １ ６ の ロ ー ラ ３ ０ の 接 触 部 分 に は 、 高 い 圧 縮

応 力 が 作 用 す る 一 方 、 ロ ー ラ ３ ０ の 進 行 方 向 （ 円 盤 部 １ ６ の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ 向 か う 方

向 ） に お け る ロ ー ラ ３ ０ の 接 触 部 分 の 裏 側 に は 、 引 張 応 力 が 作 用 す る 。 こ の 場 合 、 円 盤 部

１ ６ は 、 表 面 が 裂 開 す る こ と な く 、 ロ ー ラ ３ ０ が 円 盤 部 １ ６ の 内 周 側 に 進 む に つ れ て 、 元

の 厚 み を ほ ぼ 維 持 さ せ た ま ま 円 筒 状 に 隆 起 し て い く （ 図 ８ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 次 に 、 ロ ー ラ ３ ０ Ｂ の 角 部 ３ ２ Ｂ を 円 盤 部 １ ６ の 内 周 部 に 押 し 当 て て 、 ロ ー ラ ３ ０ に 代

え て ロ ー ラ ３ ０ Ｂ を 円 柱 部 ２ ４ の 外 周 面 に 沿 っ て 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り ボ ス 部 １

８ を 成 形 す る ボ ス 部 成 形 加 工 を 行 な う （ Ｓ １ ４ ０ ） 。 図 ９ は 、 ボ ス 部 成 形 加 工 の 様 子 を 示

す 説 明 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 、 ロ ー ラ ３ ０ Ｂ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 角 部 ３ ２ Ｂ が 上 記

ロ ー ラ ３ ０ の 角 部 ３ ２ よ り も 小 さ い 曲 率 半 径 Ｒ ’ を 有 し て お り 、 角 部 ３ ２ Ｂ に 連 な る ２ つ

の 側 面 ３ ４ Ｂ ， ３ ６ Ｂ の な す 角 度 θ ’ が 上 述 し た ロ ー ラ ３ ０ の 上 記 角 度 θ よ り も 小 さ く な

る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ロ ー ラ ３ ０ の 角 部 ３ ２ は 、 ２ つ の 側 面 ３ ４ Ｂ ， ３ ６ Ｂ

の う ち 円 盤 部 １ ６ の 表 面 側 の 一 方 の 側 面 ３ ４ Ｂ が 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 対 し て な す 角 度 α ’

が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 他 方 の 側 面 ３ ６ Ｂ が マ ン ド レ ル ２ ０ の 中 心 軸 に 対 し て 一 方 の 側 面

３ ４ Ｂ 側 に な す 角 度 β ’ が ０ ° よ り も 大 き く な る よ う に 、 円 盤 部 １ ６ の 内 周 部 に 押 し 当 て

ら れ る 。 な お 、 ボ ス 部 成 形 加 工 は 、 ロ ー ラ ３ ０ と 同 一 の ロ ー ラ を 用 い て 行 な う も の と し て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 そ し て 、 ロ ー ラ ３ ０ Ｂ の 角 部 ３ ２ Ｂ を ボ ス 部 １ ８ の 根 元 に 再 度 押 し 当 て て 、 ロ ー ラ ３ ０

Ｂ を 円 柱 部 ２ ４ Ｂ の 外 周 面 に 沿 っ て ボ ス 部 １ ８ の 先 端 （ 開 口 端 ） に 向 か っ て 軸 方 向 に 移 動

さ せ る こ と に よ り ボ ス 部 １ ８ の 仕 上 げ 加 工 と ボ ス 部 １ ８ の 内 周 面 に 歯 形 を 成 形 す る 歯 形 成

形 加 工 と を 行 な う （ Ｓ １ ５ ０ ） 。 こ こ で 、 ボ ス 部 １ ８ の 内 周 面 に 歯 形 を 成 形 す る に 際 し て

は 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 し た マ ン ド レ ル ２ ０ に 代 え て 図 １ ０ に 例 示 す る マ ン ド レ ル ２ ０

Ｂ が 用 い ら れ る 。 図 示 す る よ う に 、 マ ン ド レ ル ２ ０ Ｂ は 、 円 柱 部 ２ ４ Ｂ の 外 周 面 に お け る

図 中 上 部 に 、 ボ ス 部 １ ８ の 内 周 面 に 形 成 す る 歯 形 の 形 状 に 対 応 す る 歯 形 形 成 部 ２ ５ Ｂ を 有

す る 。 図 １ １ は 、 仕 上 げ ・ 歯 形 成 形 加 工 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 仕 上 げ 加 工 お よ び 歯

形 成 形 加 工 は 、 図 示 す る よ う に 、 ボ ス 部 成 形 加 工 と 同 じ 角 度 で ロ ー ラ ３ ０ Ｂ の 角 部 ３ ２ Ｂ

を ボ ス 部 １ ８ に 押 し 当 て て 軸 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 ボ ス 部 １ ８ の 先 端 （ 開 口 端 ） 付 近 に

お い て ボ ス 部 １ ８ を ロ ー ラ ３ ０ Ｂ の 角 部 ３ ２ Ｂ で 円 柱 部 ２ ４ Ｂ の 歯 形 形 成 部 ２ ５ Ｂ に 押 し

付 け る こ と に よ り 行 な わ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ こ で 、 以 上 説 明 し た よ う に 、 マ ン ド レ ル ２ ０ の 円 柱 部 ２ ４ と ロ ー ラ ３ ０ と で ボ ス 部 １

８ を 挟 み 込 む よ う に 成 形 す る こ と で 精 度 良 く 背 高 の ボ ス 部 １ ８ を 成 形 す る こ と が で き る が

、 ボ ス 部 に そ れ ほ ど の 精 度 が 求 め ら れ て い な い 場 合 も あ り 得 る 。 こ の 場 合 、 図 １ ２ お よ び

図 １ ３ に 示 す よ う に 、 円 柱 部 を 有 さ な い マ ン ド レ ル ２ ０ Ｃ と 、 ボ ス 部 寄 せ 加 工 （ し ご き 加

工 ） に 用 い た ロ ー ラ ３ ０ と 同 一 ま た は そ れ よ り も 角 部 ３ ２ Ｃ に 連 な る ２ つ の 面 ３ ４ Ｃ ， ３

６ Ｃ の 間 の な す 角 度 が 大 き い ロ ー ラ ３ ０ Ｃ と を 用 い て ボ ス 部 の 剛 性 を 利 用 し な が ら ボ ス 部

を 軸 方 向 に 向 け て 起 立 さ せ る こ と も で き る 。 ロ ー ラ ３ ０ ， ３ ０ Ｃ の 角 部 ３ ２ ， ３ ２ Ｃ は 、

図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 角 部 ３ ２ ， ３ ２ Ｃ に 連 な る ２ つ の 面 ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ４

Ｃ ， ３ ６ Ｃ の う ち 端 面 ３ ４ ， ３ ４ Ｃ が 円 盤 部 １ ６ の 表 面 に 対 し て な す 角 度 α が ０ ° よ り も

大 き く 且 つ 側 面 ３ ６ ， ３ ６ Ｃ が マ ン ド レ ル ２ ０ Ｃ の 回 転 軸 に 対 し て 円 盤 部 １ ６ の 表 面 側 に

な す 角 度 β が ０ ° 以 上 と な る よ う に 、 円 盤 部 １ ６ の 内 周 部 に 対 し て 押 し 当 て ら れ る 。 こ れ

に よ り 、 ボ ス 部 が し ご き 加 工 と な ら な い た め 、 マ ン ド レ ル ２ ０ Ｃ や ロ ー ラ ３ ０ ま た は ３ ０
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Ｃ へ の 荷 重 を 低 減 で き 、 そ の 寿 命 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ボ ス 部 成 形 後 の ワ ー ク １ １ ０ は 、 円 筒 部 １ ２ の 外 周 面 お よ び ボ

ス 部 １ ８ の 内 周 面 に そ れ ぞ れ 歯 形 が 形 成 さ れ る も の と し た 。 し か し 、 こ れ に 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 図 １ ４ の 変 形 例 の ボ ス 部 成 形 後 の ワ ー ク １ １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、 円 筒 部 １ ２

Ｂ の 外 周 面 お よ び ボ ス 部 １ ８ Ｂ の 内 周 面 の い ず れ に も 歯 形 が 形 成 さ れ な い も の と し て も よ

い し 、 円 筒 部 の 外 周 面 お よ び ボ ス 部 の 内 周 面 の う ち の 一 方 に の み 歯 形 が 形 成 さ れ る も の と

し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 は 、 ロ ー ラ （ ３ ０ ） を 用 い た フ ロ ー フ ォ

ー ミ ン グ に よ り 環 状 の 円 盤 部 （ １ ６ ） を 有 す る ワ ー ク （ １ ０ ） に 当 該 円 盤 部 （ １ ６ ） の 内

周 部 か ら 円 筒 状 に 延 在 す る ボ ス 部 （ １ ８ ） を 成 形 す る ボ ス 部 成 形 方 法 で あ っ て 、 前 記 ロ ー

ラ （ ３ ０ ） は 、 角 部 （ ３ ２ ） が 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 元 の 厚 み 以 上 の 曲 率 半 径 （ Ｒ ） を も

つ 円 弧 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 角 部 （ ３ ２ ） に 連 な る ２ つ の 面 （ ３ ４ ， ３ ６ ） の な す

角 度 が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 ワ ー ク （ １ ０ ） を マ ン ド レ ル （ ２ ０ ） に 固

定 し 、 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） を 当 該 円 盤 部 （ １ ６ ） の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周 り に 前 記 マ ン ド レ

ル （ ２ ０ ） と 共 に 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ ） を 回 転 さ せ 、 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０

） の 前 記 ２ つ の 面 （ ３ ４ ， ３ ６ ） の う ち 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 表 面 側 の 一 方 の 面 （ ３ ４ ）

の 当 該 円 盤 部 （ １ ６ ） の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 （ ３

４ ， ３ ６ ） の う ち 他 方 の 面 （ ３ ６ ） の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一 方 の 面 （ ３ ４ ） 側 に な す

角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ ） の 前 記 角 部 （ ３ ２ ） を 前 記 円 盤 部 （ １ ６

） の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し ご き 加 工 す る こ と に よ り 該

円 盤 部 （ １ ６ ） の 内 周 部 を 前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 隆 起 さ せ る こ と を 要 旨 と す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 で は 、 環 状 の 円 盤 部 を 有 す る ワ ー ク を マ ン ド レ ル に 固 定 し

、 円 盤 部 を そ の 中 心 を 通 る 回 転 軸 周 り に マ ン ド レ ル と 共 に 回 転 さ せ る と 共 に ロ ー ラ を 回 転

さ せ 、 ロ ー ラ の 角 部 を 円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て て 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か っ て し

ご き 加 工 す る こ と に よ り 円 盤 部 の 内 周 部 を 回 転 軸 の 軸 方 向 に 隆 起 さ せ て ボ ス 部 を 成 形 す る

。 こ の ボ ス 部 成 形 方 法 に 用 い る ロ ー ラ は 、 角 部 が 円 盤 部 の 元 の 厚 み 以 上 の 曲 率 半 径 を も つ

円 弧 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 角 部 に 連 な る ２ つ の 面 の な す 角 度 が ９ ０ ° 未 満 と な る よ う に

形 成 さ れ る 。 そ し て 、 し ご き 加 工 に 際 し て は 、 ロ ー ラ の 角 部 は 、 ２ つ の 面 の う ち 円 盤 部 の

表 面 側 の 一 方 の 面 の 円 盤 部 の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ ２ つ の 面 の う

ち 他 方 の 面 の マ ン ド レ ル の 回 転 軸 に 対 し て 一 方 の 面 側 に な す 角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に

円 盤 部 の 表 面 の 外 周 側 に 押 し 当 て ら れ る 。 こ れ に よ り 、 円 盤 部 の ロ ー ラ 接 触 部 分 に は 高 い

圧 縮 応 力 を 作 用 し 、 ロ ー ラ の 進 行 方 向 （ 円 盤 部 の 外 周 側 か ら 内 周 側 へ 向 か う 方 向 ） に お け

る ロ ー ラ 接 触 部 分 の 裏 側 に は 引 張 応 力 が 作 用 す る 。 し た が っ て 、 ロ ー ラ の 角 部 に よ り 円 盤

部 の 表 面 の 材 料 を 裂 開 さ せ る こ と な く 、 円 盤 部 の 内 周 部 を 元 の 厚 み を ほ ぼ 維 持 さ せ た ま ま

円 筒 状 に 隆 起 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 フ ロ ー フ ォ ー ミ ン グ を 用 い た 簡 易 な 手 法 に

よ り ワ ー ク の 円 盤 部 の 内 周 部 に 背 高 の ボ ス 部 を 成 形 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ う し た 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 に お い て 、 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 内 周 部 を 前 記 軸 方 向

に 隆 起 さ せ た 後 、 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ ） と 同 一 の ロ ー ラ ま た は 角 部 （ ３ ２ Ｃ ） に 連 な る ２ つ

の 面 （ ３ ４ Ｃ ， ３ ６ Ｃ ） の な す 角 度 が 当 該 同 一 の ロ ー ラ よ り も 大 き い ロ ー ラ （ ３ ０ Ｃ ） を

用 い て 、 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ ， ３ ０ Ｃ ） の 前 記 ２ つ の 面 （ ３ ４ ， ３ ４ Ｃ ， ３ ６ ， ３ ６ Ｃ ） の

う ち 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 表 面 側 の 一 方 の 面 （ ３ ４ ， ３ ４ Ｃ ） の 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 表

面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 （ ３ ４ ， ３ ４ Ｃ ， ３ ６ ， ３ ６ Ｃ

） の う ち 他 方 の 面 （ ３ ６ ， ３ ６ Ｃ ） の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一 方 の 面 （ ３ ４ ， ３ ４ Ｃ ）

側 に な す 角 度 が ０ ° 以 上 と な る よ う に 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ ， ３ ０ Ｃ ） の 前 記 角 部 （ ３ ２ ， ３

２ Ｃ ） を 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 内 周 部 に 押 し 当 て て 前 記 マ ン ド レ ル の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て

加 工 す る こ と に よ り 前 記 ボ ス 部 を 成 形 す る も の と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ボ ス 部 の 剛 性
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を 利 用 し て 円 盤 部 の 内 周 部 か ら ボ ス 部 を 立 設 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ボ ス 部 が し ご

き 加 工 と な ら な い た め 、 マ ン ド レ ル や ロ ー ラ へ の 荷 重 を 低 減 で き 、 そ の 寿 命 を 向 上 さ せ る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 あ る い は 、 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 に お い て 、 前 記 マ ン ド レ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 円 盤 部

（ １ ６ ） の 中 心 位 置 に 形 成 さ れ た 円 形 の 中 心 孔 （ １ ７ ） に 挿 通 さ れ る 円 柱 部 （ ２ ４ ） を 有

し 、 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 内 周 部 を 前 記 軸 方 向 に 隆 起 さ せ た 後 、 前 記 ロ ー ラ （ ２ ０ ） と 同

一 の ロ ー ラ ま た は 角 部 （ ３ ２ Ｂ ） に 連 な る ２ つ の 面 （ ３ ４ Ｂ ， ３ ６ Ｂ ） の な す 角 度 が 当 該

同 一 の ロ ー ラ よ り も 小 さ い ロ ー ラ （ ３ ０ Ｂ ） を 用 い て 、 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ Ｂ ） の 前 記 ２ つ

の 面 （ ３ ４ Ｂ ， ３ ６ Ｂ ） の う ち 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） の 表 面 側 の 一 方 の 面 （ ３ ４ Ｂ ） の 前 記

円 盤 部 （ １ ６ ） の 表 面 に 対 し て な す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く 且 つ 前 記 ２ つ の 面 （ ３ ４ Ｂ ，

３ ６ Ｂ ） の う ち 他 方 の 面 （ ３ ６ Ｂ ） の 前 記 回 転 軸 に 対 し て 前 記 一 方 の 面 （ ３ ４ Ｂ ） 側 に な

す 角 度 が ０ ° よ り も 大 き く な る よ う に 前 記 ロ ー ラ （ ３ ０ Ｂ ） の 前 記 角 部 （ ３ ２ Ｂ ） を 前 記

円 盤 部 （ １ ６ ） の 内 周 部 に 押 し 当 て て 前 記 マ ン ド レ ル （ ２ ０ ） の 回 転 軸 方 向 に 沿 っ て し ご

き 加 工 す る こ と に よ り 前 記 ボ ス 部 （ １ ８ ） を 成 形 す る も の と し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 円

盤 部 の 表 面 の 外 周 側 か ら 内 周 側 に 向 か う し ご き 加 工 と の 組 み 合 わ せ に よ り 背 高 の ボ ス 部 を

高 い 精 度 で 成 形 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 開 示 の ボ ス 部 成 形 方 法 に お い て 、 前 記 ワ ー ク （ １ ０ ） は 、 円 筒 部 （ １ ２ ） と 、

該 円 筒 部 の 一 端 側 か ら 径 方 向 内 側 に 延 在 す る 前 記 円 盤 部 （ １ ６ ） と 、 を 含 み 、 前 記 円 筒 部

（ １ ２ ） の 外 周 面 を ク ラ ン プ し た 状 態 で 前 記 し ご き 加 工 を 行 な う こ と で 前 記 円 盤 部 （ １ ６

） の 内 周 部 に 前 記 円 筒 部 と は 反 対 側 に 円 筒 状 に 延 在 す る よ う に 前 記 ボ ス 部 （ １ ８ ） を 成 形

す る も の と し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 ワ ー ク を 強 固 に ク ラ ン プ し て 、 し ご き 加 工 を 適 切 に

実 行 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 前 記 円 筒 部 は 、 外 周 面 に 歯 形 を 有 す る も の と し て も よ

い 。 こ う す れ ば 、 ク ラ ン プ 位 置 を 円 筒 部 の 外 周 面 と す る こ と で 、 ワ ー ク を よ り 強 固 に ク ラ

ン プ す る こ と が で き る 。 更 に こ れ ら の 場 合 、 前 記 マ ン ド レ ル は 、 前 記 隆 起 さ れ ら れ た 部 位

ま た は 前 記 ボ ス 部 に 挿 通 さ れ る 円 柱 部 を 有 し 、 前 記 円 柱 部 は 、 外 周 面 に 歯 形 形 成 部 を 有 し

、 前 記 隆 起 さ せ ら れ た 部 位 ま た は 前 記 ボ ス 部 を 前 記 歯 形 形 成 部 に 外 周 面 か ら ロ ー ラ に て 押

し 付 け る こ と に よ り 前 記 ボ ス 部 の 内 周 面 に 歯 形 を 形 成 す る も の と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 上 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 開 示 は こ う し た 実 施 形 態 に 何 等 限 定

さ れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 、 種 々 な る 形 態 で 実 施 し

得 る こ と は 勿 論 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 開 示 は 、 ボ ス 部 成 形 方 法 の 製 造 産 業 に 利 用 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 １ ０ 　 ワ ー ク 、 １ ２ 　 円 筒 部 、 １ ４ 　 傾 斜 部 、 １ ６ 　 円 盤 部 、 １ ７ 　 中 心 孔 、 １ ８ 　 ボ

ス 部 、 ２ ０ ， ２ ０ Ｂ ， ２ ０ Ｃ 　 マ ン ド レ ル 、 ２ ２ 　 ワ ー ク 支 持 部 、 ２ ４ 　 円 柱 部 、 ２ ５ Ｂ

　 歯 形 形 成 部 、 ２ ８ 　 ク ラ ン パ 、 ３ ０ ， ３ ０ Ｂ ， ３ ０ Ｃ 　 ロ ー ラ 、 ３ ２ ， ３ ２ Ｂ ， ３ ２ Ｃ

　 角 部 、 ３ ４ ， ３ ４ Ｃ 　 端 面 、 ３ ４ Ｂ 　 第 １ 側 面 、 ３ ６ ， ３ ６ Ｃ 　 側 面 、 ３ ６ Ｂ 　 第 ２ 側

面 。
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